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PFI 等を活用した新たな公共施設の運営 
総務常任委員会行政視察報告 

2015 年 5 月 13-14 日 愛知県岡崎市、西尾市 

戸田市議会議員 金野桃子 
 

１ はじめに 

戸田市は公共施設の効率化（ファシリティ・マネジメント）を進めており、今年の総務常

任委員会の年間活動テーマは、公共施設の効率化の実践的な取り組みを学ぶこととしました。 

また、戸田市スポーツセンターの屋内プールの天井材の一部が落下し、屋内プールの大規

模修繕や施設全体の建替えの可能性が出ていることから、民間事業者の力の活用した新たな

公共施設の管理運営の仕方として、PFI 方式（Private Finance Initiative：プライベート・

ファイナンス・イニシアティブ）」を学びました。PFI 方式とは、公共施設等の建設、維持

管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新しい手法です。 

 

◆戸田市スポーツセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：戸田市スポーツセンター）    （出典：戸田市議会だより） 

 

◆戸田市のファシリティマネジメントの取組み   

  

 

 

 

 

 

 

戸田市にある162施設の公共施設の

うち、約 6 割が築 30 年を超え、施設

の維持・管理等に年間約 100 億円がか

かると試算されています。そのため、公

共施設全体で施設・サービスのあり方を

検討することが求められています。 

市民をまじえて議論を！ 

▲ファシリティマネジメント

における市民参加を求めまし

た（平成 25 年 6 月議会） 
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▲参考資料等 

２ 愛知県岡崎市の取組み 

 

 

 

 

 

 

 岡崎市は、「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律(PFI 法)」

（平成 11 年）ができて以降、PFI 方式を取り入れて公共施設の管理運営を行っています。 

 そのひとつが、既存棟に新設棟をつなぎ、プールや広場、保健所等をあわせた総合的な多

機能を有する公共施設の「岡崎げんき館」です。 

平成 15 年度に基本計画を策定後、約 4 年という短期間で開館しました。PFI 方式を採る

場合は、時間がかかるといわれていますが、4 年間という短期間で開館できた点が特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岡崎市では、PFI 方式の可能性調査を行い、業務の棚卸をして、業務の適正化を図り、将

来の予測を立て、どのような機能を有する公共施設を、どのような人材に、どのように行う

かを整理し、事業を進めています。 

 

 そして、このように PFI 方式で進めた「岡崎げんき

館」においては、市民・行政・民間（SPC：特別目的

会社）の協働による運営体制のもと、それぞれの役割

を果たしながら、市民ニーズに即した事業を取り組ん

でいます。市民参加を進めると、得てして要望ばかり

言われてしまいがちになるところを、要望の意見を出

発点にともに改善策を考え取り組んでいくことで、主

体性のある運営に変わっていったということです。 

 

 

人口：380,764 人（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

面積：387 ㎢                               岡崎市 

一般会計予算：1212 億 6000 万円（平成 27 年度） 

議員定数：37 人（平成 26 年 11 月現在） 

▲岡崎市役所 

▲運営事業の体制 
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◆岡崎げんき館 

実際に PFI 方式で運営している「岡崎げんき館」も拝見し、どのような施設で、どのよう

に市民の皆さんに利用されているのか見学させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲鳥瞰図―既存棟と新設棟があります ▲屋外広場―子どもたちがサッカーをしています 

▲既存棟と新設棟のつなぎ部分 ▲屋内プールー子どもたちが泳いでいます 

▲保健所―行政が担当します ▲スポーツジムー中高年の方が大勢います 

▲子育て広場―子育て中のお母さんが大勢います ▲図書館―児童書などもあります 
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３ 愛知県西尾市の取組み 

 

 

 

 

 

 

 西尾市では、平成 23 年に１市３町が合併し、それに伴い、合併前にそれぞれの市や町で

持っていた公共施設を再配置する取組みを官民連携手法により行っています。その際は、①

ムリ・ムラ・ムダをなくす、②施設重視から機能重視、③市民と共に考える、という３つの

理念により進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西尾市は、基本方針に基づき、公共ファシリティマネジメント選任組織を設置し、「ファ

シリティマネジメント計画書」を市民の視点を踏まえた上で職員自ら議論を重ねて執筆・編

集しています。戦略を考える際には、官民連携、大学（名古屋大学）とも連携し、大胆な手

法を取り入れています。そして、公共施設の現状・課題から、計画策定のプロセスにいたる

まで公開し、地区ごとの市民説明会（参加者延べ 637 名）、市民ワークショップ（一般公

募 45 名）、中学生の公民授業など広く公開し、市民と一緒に議論をしようとしているのも

特徴です。 

 

このような中で、西尾市はいくつかの事業において PFI

方式を取り入れています。そのスキームは、特別目的会社

（SPC）を設立し、西尾市と事業契約を行い、公共施設を

管理運営します。不動産開発業者が特別目的会社に入らず

外部に位置し、エリア開発の視点等も踏まえて開発・設計・

企画を行い特別目的会社に売却をするというのも特徴です。  

その後、市民ニーズや西尾市が必要とする仕様等を踏ま

えて性能発注を行い、管理運営が進んでいきます。 

人口：170,110 人（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

面積：161 ㎢ 

一般会計予算：528 億 8000 万円（平成 27 年度） 

議員定数：30 人（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

▲西尾役所 ▲参考資料等 

▲西尾市方式 PFI 事業スキーム 
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◆消防署幡豆分署 

市内の複数の施設を実際に拝見させていただきました。消防署幡豆分署は施設の老朽化、

敷地の狭さが問題となっていたため、合併前に幡豆町役場として使っていた建物を、①市役

所幡豆支所、②消防署幡豆分署（仮眠室等を改装）、③シルバー作業所、④備蓄倉庫等とし

て機能を集約化しました。 

＜Before＞                 ＜After＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆一色町公民館 

 一色町公民館は海抜ゼロメートルに位置し、耐震性を確保するものの設備面等に不安があ

ったため、備蓄倉庫や非常用電源を設けたり、利用率の低いホールを災害時避難所など多目

的で利用できるよう改装したりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆一色さかな市場 

 

 

 

 

 

▲幡豆支所―職員数も大幅削減 ▲旧幡豆町議場―備蓄倉庫へ ▲いきいきセンター高齢者人材センター 

▲一色町公民館 ▲非常用電源 ▲座席を収納して広いスペースを確保 

一色さかな市場（第三セク

ター）も見学させていただ

きました。山、海、島と環

境資源が豊かです。 
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４ 考察 

 今、全国の自治体では過去に作った公共施設の老朽化が顕在化しています。また、平成の

大合併により、合併前の自治体がそれぞれ独自で作っていた市役所、図書館、スポーツセン

ター等の公共施設が、合併により一つの自治体に重複して存在していることも多くなってい

ます。このような流れで、今、全国的に公共施設効率化（ファシリティマネジメント）の取

り組みが進んでいます。 

 今回、視察をさせていただいた愛知県岡崎市は、戸田市と比較して人口は約 3 倍、面積

は約 20 倍、西尾市は人口は約 1.3 倍、面積は約 10 倍の規模の自治体です。西尾市につ

いては、平成 23 年に 1 市 3 町が合併し、まさに公共施設の再整備に大きくメスを入れる

必要性があった時期です。戸田市は両市に比較して、比較的狭い地域に多くの人が住んでお

り、合併もなく単独で公共施設を配置しており、大きく再配置をする必要性に迫られている

わけではありません。しかし、今回想定外にスポーツセンターの天井材落下事故もあり、戸

田市も含め、どこの自治体でも公共施設のあり方は今後の大きな課題のひとつです。 

 少子高齢化、ライフスタイルの多様化等のなかで、行政の提供する公共施設サービス、特

に“ハコモノ”を提供しての行政サービスはもっと柔軟に考えていかなければならないと感

じました。“ハコ”ではなく“機能”に着目して、市民ニーズにこたえた行政サービスのあ

り方を考えなければなりません。そのひとつとして、民間が公共施設の管理運営を行う PFI

方式は、選択肢の一つだと思います。PFI 方式での事業者側のメリット、行政や市民ニーズ

に応えられる事業者の能力（特に地元企業において）、市民の参加など課題もありますが、

先進例も参考にして、十分メリットもある手法であると感じました。 

 

また、どこの自治体に視察に伺っても思うことですが、お話を聞か

せてくださる担当職員の方の熱意に圧倒されます。自治体にとって、

生み出す“商品”は“政策”です。先進的で画期的な取り組みがある

と、そこには必ず原動力となる“人”がいます。今回も岡崎市、西尾

市ともに担当職員の方からはとても熱心なお話を伺いました。案内を

してくださる職員の方からもとても温かいご対応をしていただきまし

た。どうもありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

▲岡崎市ゆるキャラ“おかざえもん” ▲西尾市の名産品のお抹茶 ▲西尾市から見た三河湾 

▲岡崎げんき館にて 


